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お わ り に

は じめに

エジデト銀行史を昨年，一昨年にわたって若干

手がけてきた者としてどのような視角からこれを

分析したらよいのであろうか。

エジプト銀行史を書くということは，日本の銀

行史を書くことと果たして同じであろうか。それ

は次の 2点、において違っている。まず日本の銀行

史はその前提となる銀行が民族系であるが，エジ

プト銀行史におし、て問題となる銀行は必ずしも民

族系とは限らないことである。第2に，日本の銀

行は吸収・合併をくりかえし成長した場合が多い

ものの，永続性をもっているのに対し，エジプト

の諸行は経営の脆弱性と政治的，経済的激変とに

よって衰退と破産に頻した例が多い。たとえばエ

ジプト最初の銀行といわれている Bankof Egypt 

（外国系， 1856年創立〕は1911年に，また1887年創

立の Cassadi Sconto e di Risparminも1907年

におのおの破産している。あるいは1902年エジ f

ト政府と NationalBank of Egypt のノミックで設

立された AgriculturalBank of Egyptは， 1936

年 1月に破産した。

このように設立と破産をくりかえすエジプトの
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諸銀行の中でも 1880年創立の Cr:¥ditFoncier 

Egyptien （フランス系，不動産銀行以下 C.F. E.と

省略〕， 1898年設立の NationalBank of Egypt 

(1'ギリス系，商業銀行，発券銀行で196L年l}Jに・部改

組1され CentralBank of Egyptとなる。以ド N B. E. 

と省略〕， 1920年創立の MisrBank （民族系銀行，

傘ドにミスル・グループ。をもち，綿業を中心に投資を行

なった商・工業銀行〉の 3行は永続性をもち，エジ

プトの経済発展と深い関係をもってきた。このエ

ジヅト銀行史には，多数の銀行を並列的にとりあ

げるのではなくて，エジプトの経済構造ともっと

も深い関連をもっ土記3行をとりあげて構成した

いと考えている。

さてそれでは，上記3行をどのような方法で分

析したらよいのであろうか。一般に銀行史分析に

は二つの方法が考えられる。一つは資本の運動そ

れ自体に焦点を置く方法であり，主として資本調

達，運用，収益，蓄積の各側面を追跡する。

つぎに考えられることは，銀行史を単に金融の

枠の中での考察にとどめておかず資本主義の発展

過程全体との関連においてとらえる方法がある。

しかしながら双方の方法論を実証的側面にまでお

ろして考えると資料は之しく，大きな制約となっ

-c，、る。たとえば前者の場合，主として貸借対照

衣に幾多の問題点がのこされている。貸借対照表

は過去半世紀全く同一規準で、書かれているわけで

もないし，精度のすぐれたものでもない。しかも

貸借対照表が毎月正式に発表された（ある一時期）
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j肘Tは筆tiの；知lるかぎり N.B. E.ただ一行どけ

である。

後者のJ｛｝合， Hi行史と也会経済史の資料がト分

とはいえず，しかも相互に論理的な関連性は乏し

¥ 、c たとえばヱジプト地主苦手jの研究者 G.Baer 

ですら地主と C.F. E.との関係についてはあま

り鮮明に解明してばいないのである。 Lたが－）て

いずれの方法をとるにしても長所，短所ありーお

のおの制約があるととい否めないであろう。

そこで 1 ジプト浪行i主をきる鳩合，三 .J）両｝；y'};

を有効に使いわけながら検討してゆきたいと考え

ている。

以上のような金融的側閣のみならず，一般的に

忘却されやすヤ人的側面とく i二経営者持について

も若干光をあててみたいと考えている。というの

｛）経営者同の思｝i｝と行部jポ各t干の発展と立退｝二信

接に結びついていると者えられるからである。

したカt リて上記3行を位置－ ; ,t，金融！？り側面，

人的側聞から分析するよろにつとめたJ

I National Bank of Egypt 

1. 位 蚤づけ

N.B. K は1898年の自！］立以来約半世紀以上に

わたって，中央銀行的性格と商業銀行的性格とが

未分離のままであったO また N.l3. E. :;t発券銀行

としての機能を果たしながら，何ゆえ中央銀行に

は弘りえt.cかったのであろうか。従来のN.B. E. 

の発券同と銀行間が独立してようやく Central

Bank of Egypt ( 1ド央銀行L〕に法律上正式になサ

f二C'）は， lιl6l年 lHのことであら。 N.B.E.いそ

のことにより単なる商業銀行となった。

また l¥.B. E. A商業銀行として機能し，工業

投資を行なわなかったのは何ゆえであろうか。こ

れらのし、くつかの閣題を解こうとするには， tFiこ

国内の資本の運動のみを追求しても不可能であ

り，イギリスの対エジプト政策のいくつかの特徴

あるヤは N.B. E.の経営者層の特色を解明する

ことが不可欠であるといえるであろう。

ところで以上のような特徴をもっ N.B. E.の

位置づけを端的に示す預金高はどうであろうか。

本命前夜の1951年にエジプト政府預金3075万

0428ヱ・ポンドラエジプト政府特別大蔵省証券勘

定8000万ヱ・ポンド，スーグン政府預金936万4763

E ・ポシド，ヱヅフ。ト諾銀行預け金5148万7025

エ・ポンド，一般預金6699万4899エ・ボンドであ

りエジプト諸銀行中最大である。さらに1961年に

なると普通，定期，通知を含めて預金は 1億0270

万4187エ・ボンドで C F. E.およびミスル銀行

をひきはなし，銀行業界最大の位置を占めている

ものとし、えよう。

そのうえ同行は， 「発券銀行」であり国債を発

行する「政府の銀行Jである。したがって不動産

銀行の ιF.日ゃ商業・工業銀行であるミス1レ

銀行とは当然ちがった位置にたってヤたものと考

えられる。

2. 金融的側面

まず国内における同行の金融的側面をみてみよ

う。同行の資本調達つまり預金はいったいどのよ

うな手長向をたどっているのであろうか。まず N.

B目 E.の全史を通じて一般預金，政府預金，銀行

預け金の3者の悶係をしらべてみよう。まず一般

預金と政府預金との関係をみてみると，それは

1%2年革命以前と以後とでは著しく違ってヤる。

不命以前には政府預金が一般預金をとすことは

ほとんどなかった。 1920年代および40年代には政

府預金が一般出金に優越する若干の年があった程

度で，一般預金が資本調達の大きな淵泉をなして

ヤた。しがし政府預金は1940J年代から増加し，と
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くに革命以後一般預金よりはるかに大きな位置を

占めてくる。これに対して，銀行萌げ金は1942年

から大幅に増加してくる。そしてこの 3者とも大

1!1｛；＼に仲びてくるのは1940年代からである。事実同

行は， 「発券銀行jお上び「政府の;i:N行Jという

役；l;iJを果たしていたけれども， 「銀行の銀行」と

L、う役割を1940年代から漸次果たしぺつあったも

のと思われる。やはり 1940年代において N.B. E・ 

の事実上の中央銀行としての地歩がはっきりと確

立したことを意味しているものと脅えてよいであ

乃うり

そして N.B. E.の全史を通じて 一般預金は

ほぼ順調に伸びているご二,1lには N B. E.の「多

店主主Jが大いにあずかつて L、ょにl

しかしながら1898年に N.B. E.が創立されて

以来，約半世紀以上にわたって中央銀行的性格と

商業銀行的性格は，来分離のままであったのであ

るコこの中央銀行的性格と市業銀行的性格の未分

離 C1¥L A. Rifaatは逆仁両部門の日IJ;'-Jk絶対的な独立

t'Iを強調している〉は， IRH{f-0）イ LJ グランド担行

;{::f置による（注I）ものであったが，結来的にはや央

銀行の指導性の低下を意味していた。

さて N.B. E.の資金運用はいかなるかたちを

とっているのであろうか。それは割引手形，コー

ノレ・ローン，銀行貸付、有価証券投資，貸付金等

に分けることができょう。

言1JSI手形はその大部分が外人に対してであり，

とくに1910～20年代さらに:10年代初頭に集中して

いる。エジプト人に対する割引手形は微々たるも

のである。また短期のコール・ローンおよび銀行

貸付は，ともに1940年代からきわめて活発に行な

われるようになった。

とれに対して有価高E券投資および貸付金は，ど

のような傾向をたどっているのであろうか。同行
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は1940年代以来政府債，政府保証僚に資金運用の

大半が向けられている。その意味においても N.

B. E.は「政府の銀行」であったのである。やは

り19-:!0{tの定款改正以来同行は，中央銀行として

のj也歩を依立していったとみてよL、。つぎに各種

rifi11し証券投資は政府積および政府保証佑に対して

:2の比率が非常に低い。これが伸びている期間は

1930年代および1940年代初頭に限定されている。

しかもこの時期は， 1929年にはじまる世界恐慌が

後進国エジプトへ，大きな影響を与えたときであ

ペた。 として1939年に民族官本ミスル銀行ぷ破産

l , fill立すヶラアト・ハノレフ、、がJ即時iしたっ筆者の

:Ji(一定のHをIIiないが N.B. E.がこの不況期に際

i仔銀行お上び会社に対して多大の接的を行なっ

ているのではなu、であろうか。

また，貸付金の動向はどうであろうか。ごく大

まかにみるとそれば創立以来1920年代末まで着実

にf1¥1びたが、 1930年代および40年代は停滞し，以

徒主／三大きく伸びようとしている。貸付先ほ不明

であらが，大部分商・工業部門‘あるし、は農民で

あろう。しかし同f子がミスル・グループ（とくに

1939年以前において）には融資してはいないと思わ

れるから，その商・工業部門たるやあまり規模の

大きなものではないであろう。おそらくその主要

な貸付先は，商業部門ということになるのではな

、、h、。

つぎに国際的側面をみてみよう G そこにはイギ

！］スの金融支配が歴然としてL、る。一つは同行は

1940年まで「ロンドン委員会」恨のの影響下にお

かれてし、た。第2に1914年11月以降 N.B. E.は

金をイングランド銀行に預託，さらに1916年9月

以降スダ｝リング圏に組み入れられ以後1948年 7

J ]1411玄でその状態がつづャた（ただLIO!jポンド

:i: r・' 1スゲーリング・ポンド975ミリエームで交換〉。
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19:ll年 9月にイギリスが金本位制廃止にふみさっ

たとき，イミマイぃ／レ・乙ドキ首削減アン tサンド

リアに会識を招集，金本位廃止とスターリング闘

を1-il!f脱L;¥: 1t、こと ！，：承おした。と L、うことはとり

もtr..おさずエジヅトはスターリング閣の一員とし

正d』利益主享受－j0 (1939年まスjのみjよらず，イ

ゲ IJス紅；＇，干の盛授をも九三かぶ JSえので法〉つ穴【

老大国イキリスの経済はすでに全般的に下｜卒して

いたため、エジ－，＇＇トはさまざま／ c不利ぷをこうむ

ったのマあった。たとえば外貨準備はスターリン

勺公下品すると 1,,JII寺に h存した。

N. B.E.はこのようにイギリスのエジプトに)<Sf

寸ら金荷主主配の魚i授で l；ハ J Jた。 L ジプ 1-fJ 絞めfの

には1922年に一応独立したものの経済的、金融、的

にたがく fギリミの影特i、にあったわけずあふ。

3. 人的側面（出資者ア経営者j

N. B. E.は1898年 6月に Ern巴stCass巴I（イギ

リス人，［人，ドン{iii)がM万ポンド (1松I()ポンド），

C. M. Salvago （ギリシア人，アレキサンドリア在il:)

1/25万j、ンド， I<.Suan吋（ユゲγ人， fLキサ〆 i

リア在it)が25万ポンドの創立資本金をそれぞれ

出資して！＆：立したのであ〉た0 (jll,'1；資本企：はlOOJi

ポンドであった。経済発展の初期的段階において，

N. B. E.ポ多政。出首長を求めることはほい不

可能に近い。いきおい出口者t土／J、数の嘆n'fiIこ ~H C, 

れてくる。 £. Casselは同行最大の出資者であ

り，ロンドン在住のイ γリス人であって，かれカ‘

50万ポンド出資していることはきわめて象徴的で

ある。かれほロン 1；・ンの Dischoffsheimand Gold-

schmidt商会と手を握り，巨万の富を築u、たので

あった。印刷年独立して事業主はじめスエーテン

の中央鉄道等の各国鉄道事業，国債発行の引受

け，モロッコ目立銀行等の創立に参かしたのであ

った。エジプトにおいても N” B.E.の創立のみ

ならず，アスワン・ダムやアシュート・パラージ

ュ建設へ融資を行なった国際的金融資本家であっ

た。

しかも Salvagoや Suaresに代表されるアレ寺

引ンド 1）アの豪商は， C F.Eーや SocieteG6n6-

ral巴 desSucreries et da Raffinerie d’Egypte等

にも出資しているところから，かれらの綿花貿易

による資本蓄積が相当程度に遣したことを同時に

立味してL、る。

このようにみてくると， N.B. E.は当初イギ

リス資本とアレキサンドリアの土着商業資本との

結合形態をとっていたと考えられる。

理事についても同様である。創立当初の N‘il.

E のi軍事は全日l＼で 19人，カスノレ・アル・アイニ

(Qasr aトAini）の初代病院長になった Herbert

Miltonあるヤは PercevalFoster等のイギリス

人をのぞいて，アレキサンドリアやカイロで活躍

してし、たユダヤ系あるいはギリシア系の豪商が多

い。すなわち FelixSuares, Constantin Salvago, 

Raphael Suar同， JosephAghion, E. Benachi, C. 

Beyerle, Vincent Caillard, Maurice von Cattaui, 

Jacqu出 deMenasc己， CarlMeyer, Boghos Nu-

bar （アノレメニア人）， W. Pelizaeus, Ambroise Ra!-

Ii, Jacques Rolo, C. de Tschudi, Ambroise Z巴r-

vudachi, Algernon Millsが理事であった。とい

うことはとりもなおさず20世紀初頭のエジプト金

融界全牛耳っていた人物がアラブ系エジプト人で

はないことを物語るものである。その後において

も，かれらの後継者が理事会の枢要な地位tこつい

た。たとえば M.C. Salvagoは1901年11月から

]948年4月にい，ヒるまで， VictorHarari は1906

年4月から1945年2月まで， LeonSuaresは1906

年5J-jから1940年12月まで， RobertRolo t土1918

年から 1944年 7月にいたるまで理事の職にあっ

ヨ
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た。

これに対してアラブ系理事が登場してくるのは

いずれも1922午のエジプト独立U、降である。 Ah-

mαl Ziwcr, Aly Maher, Aly Shamsy, Hafez 

A制等の政・財界の重要人物が， J:)型事の職につU、

た。

しかしながら， N.B. E. は19,10年までわzン

ドン委員会」の影響下にあった。そのうえ総裁お

よび副総裁は， 1948年に MohamedAmin Fikry 

が登場するまで，創包以来全部イギリス人であっ

た。初代終裁 ElwinMitford Palmerは 1870年

インド大蔵省に勤務，のちエジプトのアスワン・

ダムの契約で実績をつんだQ がれは「鋭敏で勤勉

な人物であり，長年にわたる金融上の訓練と貸借

勘定に関する大変な知識を備えていた。かれは一

般的行政能力のある人物としパうより？むしろ存門

家であったコエゾプ卜が行政改革と土木字業の利

益を受けはじめたとき，かれの特殊な才能が利用

され工業と商業を発尽させたのであったj恨むと

いわれてレる。しかものちに登場してくる N.B. 

E.の総裁はインドの経験をつんでいる者もあり，

イギリス植民地支配の一環として X B. E. 山総

裁！；＼えらばれているものと，巴われる。

そのうえ N.B. E の創立期にエジプトの統治

者であったクローマーは ElwinPalmerと同様イ

ンドの経験者であり，カ‘れの思想！；、ゐ N.B. E.の

その後の基本方針に甚大な影響を与えているよう

にも思える。かれはとくに健全なる財政運営が東

洋初会再生の鍵で、あると確伝してレた〈？七4)し，エ

ジデトの工業化とりわけ綿業に対して反対の立場

をとってU、た（注5）。クローマーと接触のあった

E. Palmer iまイギリスの伝統であるサウンド・ノミ

ンキングとランカシアの利益を擁饗する立場を保

持したものと思える。このような基本的認識に立
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ぷ＿； N.B. Eがエジプトの工業部門に融資するとと

はあっても投資することはなく商業銀行（中火銀

行的要素あり〉の枠内で行動してし、たのであ勺 1--_0 

(il' 1 ) Rifaat、M A., The Mondary system of 

Egypt (London, c;eorge Allen & Unwin, 1935), P. 

11 l. 

w三2) 「ロンドン・'!ii員会」 l士3人のイギリス人に

J Jてrn，之さ f, 107i・ント打、上の取引， j的資，説、Jt

j議事録，定款改正，最終バランス・シートの永J.2.，銀

行併設の決定，その｛也記裁が関与をが求した場合に投

禁権を行使する。

λアational Bank of Egyj>t 1898-1948 (Cairo, 

1948), p. 18. 

（注3) Dictionary of National Bi昭 raphy,

supplement 1901-1911 (London, Oxford Univ. Press, 

1961）目

Ci-l: 4 ) Owen, R口氏。r,“The Influence of Lord 

Cromer's Indian Experience on 11ritish Policy in 

Egypt 188:1-1907，＇’ St. Antony’s, T'lφ・ers No. 17., 

Middle Eastem Affairs, No. 4 (London, Oxford 

Uniマ.Pre泊， l'lG5),pp. 109～J:l9. 

（注5) Owen, Roger.“Lord Cromer and the De-

velopment of Egyptian Industry 1883～1907，＇’A1iddle 

Eastern Studies, Vol. 2, No. 4 (July 1966), PP. 

282～301. 

II ルfisrBank 

l. 位重量づり

さてミスル銀行は1920年4月にタラアト・ハル

ブがイニシアティブをとって創立した民族資本銀

行である u しかもその傘下に綿業を中心とする企

業グループをもっていた。同行が果たして工業投

資を積極的に行なったからといってミスル銀行は

ドイ、ソ金融資本の成立と同じ意味をもっているの

であろうか。またミスノレ銀行は何ゆえ綿業から重

化学工業への投資を行ないえなかったのであろう

か。

三のような問題点を考慮しながらまずミスル銀

行の位置づけをしらベてみよう。ミスノレ銀行の預



会高は革命ti1J一皮の1%1年に普通預金4882万5804

エ・ポンド，定期預金577万.2122ヱ・ポンド，政

府預金319万7021エ・ポンドであり，同年のN.B.

E.の普通預金6699万4899エ・ポンド，政府預金

:m75万0428ヱ・ポンド，大蔵省証券勘定8000万ェ・

ポンド，銀行二以けイi日148717025ヱ・，J；＇ンド等と比

較してみると普通預会にJ;v、て N B. E.の位置

にかなりせまるところにきている。しかもミスノレ

銀行は1920年に創立されたものであり， N.B. E. 

より約20年後に成立したものである。

しかし革命後銀行改革が実施された1961年にな

って預金高をしらべてみると， ミスノレ銀行の預金

高は6773万6823ヱ・ポンド（政府頭金を含む），定期

預金768万4154エ・ポンドになったのに対してN.

I3. E.の預金高は普通・定期を含めて 1億0270万

4187エ・ポンドに達した。この年 CentralBank 

of Egyptが成立して中央銀行の機能をもち政府

関係預金は N.B. E.から移管された。してみる

と N.B. E.の預金高の伸びは順調であり， ミス

ノレ銀行の預金高の伸び、はおそい。やはりこれは革

命後のミスル銀行の位置をあるていど示してし、る

ようにも考えられる。

そしてさらに同行を位置づけるには，傘下諸企

業に対する関係をもっと問題にしなくてはならな

いであろう。現段階においてミスノレ・クマループは

一応解体してヤるものと考えられるが，それでも

なおミスル銀行は主として繊維関係部門と関係を

保有している。このようなミスル・グループ。の解

体以前においてその人的結合関係は理解できても

傘下諸企業に対する資金関係はあまりはっきりと

はつかめない。同行は SocieteMisr pour la Fila-

ture et le Tissageをはじめとする紡織部門と他

の部門とまったく同ーの関係にあったのか，ある

いは同行成立以前からタラアト・ハノレブ、が関係を

もっていた SocieteFonciere d’Egypteとどのよ

うな関係があったのか等，注目すべき観点は数多

し、。

最後にミスル銀行を位置づける場合見のがして

ーならない観点は外資との関係であろう。ミスノレ銀

行は創立以来民族資本銀行でありつづけてきた。

しかし傘下の企業の中で外資を導入しなければな

らない必要性のあるときは外資と提携する柔軟な

姿勢をももっていた。 1938年に BeidaDyersが

成立するとき BradfordDyers' Associationと提

携するにいたった。このときの出資額は Bradford

Dyers' Associationの方がミスノレ銀行よりはるか

に多い。しかしその後それよりもっと早く 1932年

5月の SocieteMisr Airworksの成立において

すでに外資が導入されていることが判明した。し

かし外資の程度は Bradford同rers'Association 

ほど大きくなく AirworkLimitedが7200エ・ポ

ンド、出資している。この出資額はミスル銀行の出

資額より大きい。

しかしいずれにせよミスノレ銀行がエジプト銀行

史の中で唯一の民族資本を貫徹した銀行であり，

後進国エジプトの中において工業化を実現しよう

とした唯一の銀行である。その投資の論理はドイ

ツの銀行のそれに類似している。 1939年に一度破

産に頻したミスル銀行は第2次大戦の好景気に乗

じて見事に再起した。 1961年にミスノレ銀行は他の

諸銀行とともに国有化され， 1964年にその傘下諸

企業は解体されるにいたった。

このようなミスル銀行の経過を金融的側面と人

的側面の双方から検討してみたい。

2. 金融的側面

ミスル銀行は N.B. E.と同じく多店主義をと

り，全国に支店網をもうけ零細な資金をあつめる

のみならず，パドラウィ・アミュール家に代表さ

7 
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れる大地主からも預企をあつめていたものと ｝；！！，；！＞ vいう・て第三次大戦の1/f；；：；気を反映して持通Hb子も

れる。 定期預金もともに大きな例！びを示した。とくに＂N

さて同行の資金調達の：屯要な一型を抗ってU、る j岳民念日）｛ヰiぴit苦しレ。 ミスル銀fff)ミ飛距的に発

ものは有一通fl~金をはじめとする頂余であろう o fj jJI):しその利益率が｝干しく明大したのは1¥)<l()iffi;;で

通預金のM，ひはミスル銀行J>S：歴史を江主じて皆し め， ＞tこ。しかしながらl!i:!llfFの政ilfを教，；Jilにして

1い0 Sociじ1じ.＼li日 I〕リurla Filature et le Tissage 新況の工業投官itミスノL・し -'3ン、ぬれにt己主；Iisr

の戒立する l山7年にfjlj立II与の約 18信に達した。 pour l'Irnlustrie Pharmaccutiqueその他若干ω

1922fド，当IL＼の代表的政党であるワブド党はイギ 企業主？のぞいてあ主り行なわれてし、なL、。 l（山内三

リスの製r＇山およびー銀行をボイコットすることを決 代および幼年代をiillじて行なわれたミスル先、i行の

議し，次のよりに民衆にl呼ひかけを行なったJュ： 枯！伝的先行投資f士山年にー！むよ破綻に湖したもの

ジゾト人以ミスル銀行tこ貯余をすべき ！~。かれら のl~HO年代になりょうぺ、くその効果があらわれる

はこの銀行しりj＇；＼；式を買うことを義誌と；すえるべき ようにな－）た。そしてそれを反映して長期投資を

ど。その結果その白ノt,:：主この［立の経済状此と一致 ~l i'r-Jとすゐ定期預余も似lびてし、／＇たり

しかっエジプトレ＇）一工業および商業ならびに現在,illi 1952ijての革命以降によりし、ても持J！長係金およじ定

行中の国民；fl・pltiの達成を助けと与ことを可能にする 期以:i'c:i土1111じ？？とし、ふ 0 1%7年に普通預f訟は t:)i］立11~＇

水準（こ到J主しうる。われわれはこE ジブ’ト担のij＼~1\/, の287倍；こ達した。

を買わねばならない C >J::だそれを穴伝し？｛白人に 灯、 Lのようにミスル銀行tの控史七｛本を通じてm
i窃jさ均、けてそJLを目ってもらわねiEょにらたL、。コ二 金；tきbめて）llf[J,¥jti:j1¥1ひを示したがそれi土いザイ三

ジプト市ノ人に｛長先権が与えられなけれはならな いどの上うに｝区別されたのであんうか。

い。イギリプj存i人はぷイコットされなければぷら 長期五三融のぷ券投資は19:10年代， 40年代にかけ

なし、」 ω：〕以との土うな庁長の也とにミス1しtH て許しく fillびてし、る。こJ1A土やはり｜上lt'tおよびイ

行の資本金.j.;.~；♂ －m:ti土明大した 2 しかしたがら ギリスのii¥x争¥Jl:＇＇投資されたのであんうかじまた

エジプト；土 192~）年にはじまった！tl:W恐慌【つ膨う~11 を 社会主義的倍以iJをとる1%1年には1951年のけ｛与に

壬；アて民族資本を楳傍するミスル強行（立大変なJど ものぼる証券投資が行なわれてし、る。

J克i二立たされるにし、たったコにもカ必づ〉らず19:m 主た貸付金の中で故大のものは綿花および市'ir'iム

年代におL、ても持通預公は伸びてし、る。破ill'／二すく》 を担保にした貸付金である。これはミスル銀行の

1年前にあたる19]8年に普通耐え主は創立時の約邸 主史を通じてそうなのであるからミスル銀行が傘

倍iニ達した。この間政府預会も加わり預：ft＞：：は若実 iごのミス／ン・グループへの投資をはじめとして工

（こ伸びてし、るc しかし二こで注日すベさことは者 業投資を行なっているとはいえ農業部門（綿花の

通回全は1930午代；こ宇品、てもゆるやかな伸びを示 モノカルチュア構造をもっ）お上び商業資本ぜ＼の投・

したのに対して定期預金はほとんど伸びてL、ない 融資がかなり大きいことを示している。工業投資

三とである。 をii的としたミスル銀行もその実態は綿花を担保

そしてミスル銀行がL、ったん19:19年に破産し政 とした貸付や商業資本ィ、大きく依存するという限

府および X B. E.の援助をうけるにV,t.：こったが， 界をもってし、る。これはミスル銀行の貸付企につ

8 
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いてのおどろくべき事実といってよU、。

しかしながら同行は民族資本を鰐傍し工業投資

を行なったl市品川銀行である。こハことはl(Jl（；年

J. A. Cattauiとともにドイツおよびオーストリア

の lたと商？、ツ／）他の経1汗事情をJ司1だしたケラア

ト・ハルブのイ士二シアティブぬきにしては脅えら

の日立長を期待しうるまえに，われわれはそれに対

する機会を創り出さねばならない。ミスノレ銀行は

そのような機会をか！ってきたj<lt2〕と M A. Rifaat 

に語ったのを想起すれば十分である。

れた＼、。しカ ti, 1 ジプトにおし、て工業投資はほと

んど nなわオ［ご（、ない段階におL、吋~l極的に i；業

投資を行なったのである。このことはタラアトハ

ル rがあるとさ「われわれ：まヱジ←fトの投資階級

それでit、ミスル旅行はどの上ろな工業役資をお

なったのであろうか。同行は1922年の Imprimerie

Misrをはじめとし傘下に続々と企業を創立し，

古成し，予告民させたのであった3 そのため傘下諾

企業は一般にミスノレ・グループとよばれている。

以下成立断に示せば次の通りになる。

1920年4月 BanqueMisr 

1り'.c:'.c:年 8JJ Imprimc1 ie Misr 

1924年lO)J Soci投合 Mi日rpour l’Egrena酔 duCoton 

1925年 7)l 

グ 8JJ 

1927年8JJ 

” 
II 

II 

II 

，， 

II 

” 
II 

II 

pour le Theatre et le Cinema 

pour le Tranぉpmtet la Navigatiりn

pour le Tissa日ede la Soi巴

pour !es Pechcrics 

pour la Filaturl' et le Ti市 立ge

pour le Lin 

ll):1（）年4JJ II pout I宅Exportationdu Coton 

l(l'.12年5JJ ¥Iisr Airline,; 

か 10月 Societepour la Vente des Produits Egyptiem 

］り＇.＼ 1年 lJJ Societe ¥ 1i討rde .''Javigation Maritime 

11 11 " pour le Tanna伴 h et l'lndustrie du Cuir (1949年の閉鎖徒に Egyptienne)

II II II cl’Assurances (Generales) 

II lO月！＼lisrShipping 

1935年7月 Soci己tるdesAutobus du Caire 

1937年4月 11 Misr des Tabacs et Cigarette日

ll):-:¥8年 9JJ l¥lisr B己idaDyers 

II Societe Misr pour la Filatur巴 etle Tissage fin en Coton Egyptien 

II 11月

II 

1940年4月

1モ）46年4月

” 
II 

II 

II 

II des恥1ineset Carri色res

／／ pour l'Jndustrie et le Commerce des Huiles 

!I Pharmaceutique 

/! pour la Rayonne 

1955年5月 MisrHotels Co. 

1956年3月 Societ己MisrLaitiere et Alimentaire 

1り62年10月 MisrSbebin el・KomSpinning & Weaving Co. 

9 



1971100012.TIF

ご＜＇J；モ／小 l仰心＇ i'・ ＇.；凡打 ih'U二f仁；.：，丸山口t止Fon-

ci '-rL' cl' E叫 l〕lじも：スル・ゲル与 J こ－Wt古に市J妄

t; I羽itにあ，／こ：n :i 'o 

よと v＇） ワえ：ス，， J'JH一fが店i]J',::_ ！二.hけvε（上な L、心

J古.(11由；（＇fしてい；；， iミthtj；び）Jill :; －とふる汁 1'., こ

ノii：、、 νI）」計介：1'.it l <110,1 iにど τjHrl'I口：：：l々 td打｝、j、iを

: -(j1J :r .--~ A 1に

'I I :,,;,,cic:tc Xパllけnaleιle Matibとお Plastiqucs 

l己l l¥larconi Eacli(J Telと只rはいh（‘，1. of E日ypt

:JJ Is'.礼ktaI トカiciピr&（；と11とrnlede l' I ndustrie 

du I》乱Jllじ「

.,, E日yptia11( '.hernirnl Tndustriじ円（‘H d,ir口a'-

lノ51 AバtionalCemじIll. 仁札

'.Li E町 ptianlrけ11占：，＿ Steel仁り

、む (;c・ner,t! Juk ドIけduじい （り

ιJ f¥lisr Engineering （＿、け

L :Jミしどび）仏＇J島11'Lf :'12をどの｝与Jli¥H恒三 LC ＇.、」：〉

;I，、不IUJで，／） -~, •）二；／ 1. :'' cl）諸ilで・t:ti足、1::1,TJfd;j好i主

主：htレ〉ござ／二,111¥if;/j織企業とは：y／；川、三＇tf ：｛；｝~f1ii1

4し＇），＇，『

村r,11 I ）‘！主•： t T ジf トで指：＇. if,正iiにf11j,'t: ¥: A Iと

肥料二三nーで pわる 3 七として19弓：：i.,1, 小（fl)'l,F.'f I,,] if 

,) ）役 l託）jii',Jが脱紡織1＼：よ、1i',JL : ，、と！日ぺι｝iJえ

ら／J～ニ，iしんの企業IL、）＇), L i, p ,j f j' C' I本「I-: t /;. 

、、
' u 

ふ，） i：、え lてみればll/~(J {j 了 j~J ）よ JtJI; ，，、し！日10

{ff＼初Jlij'j（氏自；（主主） ミミ＇：， t長rrが大！：返大｜圧にHt

tl ＇，した判官芹「凶民産業の合！ J設と！：主クレジノト

（！，組織化， I 〆 －f 卜寸A業銀行計]KUI '/1 5：；土19三7if

の Socii・t己［＼fi吋rpour la Filature l't le Tissage 

！｝）試立後L、ん、なる部門に投資した h二上いのか、

れにはどの土うな仁業銀行を設立すべきかを検討

したものでキ〕る。それは①酷虫、③鉱業および機

械業，③む力，④採石業、⑤化学工全ラ⑥織物

10 

Y:. c干〉既拠！似た⑧材木業，⑨漁業，（！（））建設業，

！｝！）皮革？を宅（12ガラス製造業，⑬ホテノレ業，⑬:ft,'R

主，｛（＝｝屑一手史：主， 1¥1, j笠輪につし、てごF,察したものであ

とlο しかしながF》lCj:JQif代、 40年代百60年代をす〉

;1fi: C[,i］行が位臼企行ts.－》よ7ーのは・］：）.， Lて紡織業

こ点） , I ！＇て。

こ ω こと i土 19(ilff に~，］ fr;1;:1壬i fffヒされヰ主下山，＼行

jlて主もそれぞれ各公UII二所），，J¥jることとなり，さ

C, iこ1%4年に 5大銀行の校資先がIll＇＞！定され， ミス

,, j長fiぴ）投J白点；紡j哉古i：ドr1（ミス JJ,主Rft占L員

に上うとi与L険守長を i_,（：守t1）に限定されることによ i） 

t j・ 土す魚半PJJf，二なつてさ7こよう iこt，思ラ O

しかしなからこのようなミスル・グル－ -fo）解

｛小と工：.－ -JトkHJM1民主央会社や Kima肥料仁i揚，，

U •i,1]/j·O ）投資iい、ったいどのように処却されてし、

{, ，｝）力、疑問｝も：！，し、てくら。

で；上

；「ht伐を：行I.，う二とカ込ごぎても何ゆえ i五｛ヒヴ：i：業

トi主力、なり .Ll:.WJIHJにわたり投資を行なし、えJなかず》

／「山でんんうか（ fji］立百（ノJ ラア：、• I 、 ）~ ブ l土 iご f

、ソの銀行におけるし主投資の流1）主をとり入AtCfti 

j,:)i的位百企行な J 》た。しかしドイ、ソ金融資本山／1X:

，（カ・ l[c--/1.-のfi'Jo»および鉄を主~｛~ とした!fliど子：r:

) .'it/Jiと九jJιしてし、らのとい告しく人がサてい

心っ i'Jllcl の資源に限度があり，かっ宗主i誌の全両rJi

Jdi己をうけ， しかも産業資本もラ長成熟とし、ラより

皆無に.ilι、段階から/I＼発したエジブワトは当然先進

｜」、：1ti:＇.、し先発後進国とは歴史的条件を大し、に異に

Lくいたのである G したがってミスル銀行が比較

的資本装備率の低いかつ技術！吸収の容易な紡織業

t二は投資を行なし、えても、それ以上の段階に到達

するにはそれなりの条件が整備されてこなければ

ならなかった。たしかにタラアト・ハノレブは投資

険会を創出することに絶大な努力を払ったが，し
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かしそれは不必要とさえ脅えられるものにも投資

をfft，ってきたりそしてとの創立者の意図は主と

1 -c柏紡織c')分野におLぺ適中したといっご kい

であろう。

3 人的側面

虫ず同行の発起人および／！＼資者につし、てみてみ

よう Lそのすをμ人は，＼limadMidh:11. Yeglien （カ

イロ在住〕， JosephAsian Cattaui （カイ口化社〉，

Mohamed Talaat Harb （カイ口在｛主〉， Abdel 

Az日nel M出 ri( ＇＂＜ ガー／ザ在住）， 1¥ bdel Hamid el-

Sioufi （カイロ在住〉， Fouad Sultan 〔カイロ在住〉，

E吋candar¥I日日行iha（カノ円在住〕， ：＼hhas Bassiりuni

el岨Khatib（アノレ・コラシエ在｛三）の8人である。さ

れに創立当時の出資者はほぼ全部エジ70ト人（コ

つ人伐徒お仁t）ユダヤ人兵；；；む：］でよ＇ l-＇た。 Wti !H土

125人で地±ないし元地主，弁護士（4人〕， Dr.の

よUrさをも (16人J討であふ｝は大の：I ¥'tf者

はアブFデノレ・アジーム.:x.｝レ・マスリイで1000株，

401hい一・ポ＞ 1：・を出世している｝ イエシァヂ rブ

4；とった夕子 fト・ノ＇ 1L,－／は5()（けた 2000ヱ・ドン

ドの出資を行なっているが，慨して l 人 ~lj たり／ Jl1

~J't加は大きくたい。 ::fiiJ,'.,:i ドiーには仁乙プト長大 ，1 )j也

Mohamed Badrawi Ashur，日町駅lMohamed 

Bad rawi A川Ii=: rは参加してい1(L、ぷ， 1')27{f'.8 

) J :c.成立するおociさtt・ ¥1isr pour la Filaturc et 

le Tissageに出資するにいたる。このようにみて

’るとミスtν銀行と地主回とは広陵な関係をもっ

ているものと考えられる（注6¥

つずに同行の経営陣についてみてみようじミス

／レ銀行創立以来タラアト・ハ／レブの退陣する1939

年にいたるまで総裁 AhmadMidhat Y eghen，副

総妓校専務取締役Mohammed’falaatHarb，存務

取締役FouadSultanのトリオはいわば不動の陣容

を形成してL、たといえよう。その他の経営古ーは交

稗する場企が多い（ただし JosephCicurelは例外と

もいえろ） u 筆者の推論の域を出るものではないが

総裁 AhmadMidhat Yeghenは，王族の一人守て、

多分経営の実権を強力に握っていたものと思われ

むLんその地位は形式性のつよいものではな

かったかと思われる。実｜際ミスル銀行の経常の！主

権を握 J Pでいたのはんラアト・ノ、yレプである。よそ

のことか （，次のような論理がM潤する f すなわら

彼は「エジプトの経済的救済およびエジプト人の

銀行つ玄り国民銀行の計画J1911年刊を吉いてい

るが，本警はイスマイーノレ期からの経済的状況や

その改革思想について論述したものであって， 二

ニiこあらな味でttミスル銀行試立の崩芹をみる ζ

とはできても，その設立の具体的計画ということ

いできにタラアト・ハノレプを決義の厳街な意味

での金融専門家とみなすわけにはゆかない。つま

りタラ f ト・ハルブ（Jミス 1］，銀行設立の起動力あ

るいは主導者－にはなりえてもそれを統轄し運営し

てゆくにはどうしても金融専門家を必要としてい

にのである。そめ人物は FouadSultanである。

かれはパリ大学で Ph.D.をとり， 1914年にそれ

企 Laλ1o11naieEgyptienneという書名で刊1I' 

している。しかしながらかれはミスノレ銀行在任期

間中ま η たく一冊の本も出版しなかったので，か

jもの業結を知ることができず残念である。かれは

たえずタラアト・ハノレブと，行動をともにしてい

る。このようにみてくるとタラアト・ハルブとブ

アード・スノレタンとの関係はあたかもわが国の第

‘銀行における扶沢栄ーと佐々木勇之助〈注7)との

関係にさわめて類似している。さらにそのことか

らひるがえって類推するとフアード・スルタンと

いう金融専門家がミスル銀行の経営陣にいてかれ

の経営を地味に補佐したからこそタラアト・ノリレ

プがあのような多彩な経済活動を行なうことがで

I I 
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会たのであ〆jた。ぞのように汚えてくると 7 ア－

J スノレ 7＞はも｝と研究されるべき｛1i!ifr'（をもっ

ている。

さき tこも j止、べたとうにタラアト• r,;l,,プ在任ヰ！

ミスル銀行の経常は上記の 3人とりわけタラアト

．ハルブと～アー 1：＇.スルタン山コン，＿＇，こ 11ーなわ

れていた。 lリ：l9年，／） ff ／アト・，、ルプ（I)jι俸とと

もにミドハト・イェゲ、ンとフアード・スル’ゲンは

行動をともにしたっ iけIO 年代には訂正tfe~ A五五，

Abdel Maksud Ahm日d,Ismail Sidky, Aly Emi幽

m・ Yehia町 1%0年代になると Ahmad:¥fohamed 

人lil川 ud, .:¥lohammed Rouchdy〔タラアト・ハ／レ

プの女婿，現在ミスノレ鋭行総裁）等が経営陣に加わっ

とU、なことはとりもなおさJ当II寺山政・員十界

の重鎮がほとんど参加し経営陣が多頭化したこと

を意味してL、る。

さらにここでタラアト・ハルブ在任中のミスル

i只行とミペル・グル－fの人的特合関係，： )I'llでと

ぐiこ注目してよいこと t土つぎ山三点でふん・＇， 0 主

ず第 1はタラアト・ハノレブが同行の実権をにぎっ

てけた日寺均Iミドハ卜・イェゲL，タラ f ト・ハル

ブ・フアード・スルタンの3者が傘下諸企業の経

常F車を兼職する場｛＼＇IJ：多く，な，））＇でも廿弓 γ ト・

ハ／レブの fニシアティプの下で経営が行なわれて

いたことであろう。

第2ftヲラアト・’＼『レブか 19:27年にメoci紅毛

Misr pour la Filature et le Tissageを創立しそ

の経営の最高責任者に AbdelRahman Hamada 

（注引を起用したことであろう。かれは Societe

Misr pour la Filature et le Tissageで人材の養

成に力を入れ，この企業をミスノレ・グノレ－ ・7・の母

体にすることに成功したのであった。このように

みてくるとケラアト・ノリレブ、の配下に全融ではフ

アード・スノレタン，技術ではアプデノレ・ラフマン・

I2 

ハン J ーグのi：ろな俊秀治川、たことに気づくムこ

の関係はちょうど渋沢栄命と佐々木明之助， 1J1辺

丈夫の関係と似ている。

これに対してかれの退陣後もミスル銀行とミヘ

ノレ・グループとの人的結合関係はなお強固であっ

たが‘，（；りる若Tしり変化がおこってきたことはさわ

めて抗日してよし、。たとえばミスノレ・グノレーブ「の

最重姿企業 SocieteMisr pour la Filature et le 

Tis出貯においぐタラアト・ノリレブ在任中 1¥1• { 

ェゲン， T ・ハノレブ， F .スノレタンが最高首脳，

A • J－；，・ハンマーグが工場最高責任ti'であった。

1945年には HafezAfifi （ミス／レ銀行総裁〕が社

長， AbdelMaksud Ahmed （同行副総裁）がおlj社

長，，＼ . R・p、＞・？ーダが／iii］社長， 1951～52年tf(

A ・M ・アフメッド（同行総裁）が社長， Hassan

Moukht礼rRめ mi(lrijfi'J1j!・j；：）が専務玉県事， A・R・

ハンマーダが同じく専務理事となった。

：と允ト1ociこt：，、 Misrpour la Filat urc et le Ti小

saεe fi口 enCoton Egypticnにおい亡もタラア

ト・ハノレブ、在任中上記のトリオが最高首脳を兼職

して、／：。 194:i年iI・アブィ 7ィがru三A・M・γ

フメ、ソドが副社長制， H• エル・ガンマーyレ Hussein

el・仏 unmalが，y務理事となり， 19ιl～:i2年 Lr[,

A ・1¥I.アフメッドが社長， H• エル・ガンマーノレ

が専務理事になゥた。ということはミスノレ・グル

ープにおける最重要企業においてはほぼ従来かん

の方式が踏襲されているものと考えられる。

これに対して1940年創立の SocietとMisrpour 

l'Industrie Pharmaceutiqueは1945年に社長 Sa-

dek Wahba，副社長 AlyEl・Kirdany,1951～52 

年に社長 AbdelRahman Nour，副社長A・エル・

キノレダーニでミスノレ銀行最高首脳がそれを兼職し

てヤたわけではなかった。同様に 1938年成立の

Societe Misr pour I’Industrie et le Commerce 
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de~ 11 uiles i土191;, ;,F：二 il・ア＂／ （ フィうゐi'Lhし

,¥ • 1¥1・ァァ」ノドカサ，＼HU去、 1%1～5＇.！年 LHにII.

二 il ・1／ンブー／しがむjふ専務盟事；こ民恥hamed

Abdel-Aziz Talaat Harbがな｝）， li'Jll丹♂:it壬ii'主と

とi,＼二le1Ji了首IJiii1J込兼職しなくぶってきてv、ゐ。

これは革命後とくに1961｛ドの，f('Y）：企業［Ji[jf｛じ以

昨この（tftr,,1:t著LL、こ

〔iI ) .¥lidぃ1-malc:k,1¥11け11ar Fgyj>I; :Hiht山 y

仙 tHfy (',vw York, I,andom IIり山t 1%8), ぃ10令

(.i''.2) I,ifo:it, i¥I. ¥., Thど λ［u11,・taryりヘ｛（＇Ill of 
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1'・ 1'18 
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I[ JにlI;,], . レ.:, 刀 fi ノト /; l ’ f、1i'J,',(;l'.'.Hi＇.、iI l. , 1 

/ ,,,. 
、J 。
(ii：今，1) Jia11f，λlisr wa sha1仏 <1/hu(Cairr,, i¥fr;r 

Bank, 1リ5'.l),p. l l 

（；、ゐ日〕 Inshιf as si11a’at af.ahliyat ・w,z tanυIll 

,lf-tali（川、i11a't111a: uu' ba11h sin,i'l 111isrf. (Cairo, 

Imprirncnい i¥!i日rI lり:29?J:.

(.,h) !;,leeノノ iU12nJt1, i 1・ . , i、jI Jンメir~j

ed llin ＼＇、！ノ ：Lj;U_I）ι：.：，，.， fりWI係 Z/ ，・，：ノ；1

.'l＇ノミろ Si raj CζJ. I Jin r夕方、茸iijザfic'・・ri'i'. ,,!Ji!I952 

;I : lfanq ue cl u Cai re Jと℃じ，＼lidelHamid Siraj 

ed Din '. 2 Jj叫：司 8;; = . ,;': > l♂J :r：ピi三t，ドiん1.1;

f主f,,-・j1.＇ーな－ i：勺 -,: ) （.；に力l,L ！•で i ~ jノい r ,,ff木τl,

Hi:! l¥' 1+t, .Iよ11、i1flifi':i'Nカιち力 ; ' •J ::, C 

(+ 7〕 !,ii J長佼＼『［本山立j( I 5/』（件。央公ぬれ， nn
f1145ri), B6～156イ一三。

(ii' K〕 1896年 7J:lllIアレ！十，； 1）ーに’｜土

アハ AlじxanぐlriaU: Yictoria （、。lle日e, f ，，.リス ，j)

B】rrningharn ；γ に’γ；；： r 

IlI C、Iイ・clitFりll(' iじrE』工yptit.:ll

位置づけ

18/"lりij:-iニ1＆立しf二 CreditE‘oncier Egypti日11

0ソIご C.F. E. ど行時〕はヱ子プト最大の不正1/J産

Hi行である。主 F同行の預金正：iをしら dこてみ上うり

11'，命tifff交の1951年におし、て C.F. E. の預金高に

詰当する社債応募額は 348万46:IH工・ポンドで、あ

りC.F. E.の全盛時代の約7分の 1にすぎないむ

これに対して N.B. E.の預金高は6699万4899ェ・

ポンドであり、 C l'. Eーのそれの車守 18f芦にあた

みのさんにミスル銀行のそれは5159万7926工・；Jc'

ンド（うわ定期頂金577万2122エ・ボンド〕であるc

Lたが.，て第 I次農地改革の実施される目、前の段

Wiにおし、てじ F Eーのよ上fr'i:J，よ：募額はもしtぺ＇ N.

B. E.や二ス；t-,(fH行のそれとは比較にはふんな

L、υ つ支り！長I也改－革以前の段階において大i也七に

'ti {iえを {J~t:tする C F. E のi'l:ilせ応募額がすでに

大1111Jに減少していることは， LパったいM主：%5:1｝よし

にいるのであ九うかc このことi主7;＇後の－－・）のぷ

閣でなければならなし、

主らに革命後の1%1年になるとじ F.E. のそ

れは似7万7199:i二・ポンド， N B. E のそれは i

f(¥0'.!70JT 1187コ二・ポンド，ミスル長IHi'i土75127)0977

で・ポンドになった。

Jとして銀行の再編成が実砲されC F. E は1961

年に i君千Jイヒ， 65年 3月に’I'heLand Ban 1王りf

E只yptを吸収ft併したが，その直前の1964年 (1Jj 

にその社債応募額は 403万0220ヱ・ボンドで、あっ

た。これに対して N.B. E.は同じく国有化され

t＝.がその預金高は大幅にのび， l億6429万7301エ

・ポンドに達した。 ミスル銀行は残念ながら資料

がなしらいずれにせよ C.F. E.の社債応募棋の

にく滞は相対的にも絶対的にも，否定できtn、とこ

;・, C点〉んう。

こぴ）工う／パ今：慌 J iけをも ／＞ C. F. Eーはどのt

うな問題点をもつであろうか。まずffi1に C.F. 

E を中心とした不正i)J沌銀行と王族やノ〈ドラウィ・

アシュール家に代表される地主告！！との関連が問題

とたる。つぎに C.F. E.とその背後にあったフ

13 
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I4 

J.1, 主義j をとらなかった。ということはC r. Eー

がコ二ジプト各地から本細な資金を集めることを志

i昔、し口、，なかったc 同行はもともと豪雨お上び地

主や（／if外から大口しつ資金を調達するととを口的ど

してL、主この

そのうえ C.F. E. は泌外に ~j L、ても支店を日立

i,¥tt •I' ,l - 11 ノノ：存地に才51.、て Cr{ditLyonnais 

を；エ Lめとして仁けmp1oirNational d’Escomple 
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Fr,111<,;ai,-,c de Danque et de f)_;p/'lis （ソラッヒJt.-)
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たυ 二jcf J FGO"F i ＼；；あと：：，，..、は4o{F1に全i邑じてほと

んど変化し亡しイい、。

t／こ（二上1. E. O>l'Jl:<t2:Lt N. B. E.ぺ＇：えル銀

行というい〉て社債を募集すると L、う l[；をと J ' ／ム予

初期iこはらつらの利子， のtぺこ 4%, J.5ちん 3ちらU)

和i（－ふるいはそれにく仁をHしご干上位を募集した

のであ.－，た。その応募状況iよ1910年代に長出にな

り20年代から30年代にかけて逓減し， 30年代の後

手か「〉激減する。 仁 r.E.の社依応募が1910年

代Lこ絶lJiに達しその後逓減し以後一i立もそれを，f

).'l; L Iここどん・なかったと L、う事ゴヨ土ヱジ 7。ト農業

J; .L 'J、！地'5:ttti ()) :i-t守tとL／：こlly代Ii二I !J:lO{jイに（／）
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！.（＂、た ;t,，ご）!J、巴

rよしの仁うにじ F E の社｛丘応募がiり30年｛に

に冷t減する長大の理由は1929年にはじまる／II；界恐

慌の影響によって海外からの投資が激減したかc,
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の改詩のためより土地購入のために使用された。

最初の不動産銀行が開設されるや平くも1890年代

にケローマーは『担保付で借りた金はほとんどい

つも新しい土地の購入に当てられた』ど書いた。

このことは1940年代まで大きな機能でありつづけ

たj併りはおそらく貸付余残高についてのみであ

サたのであろうと推測される。

｛也 }j（二 F.E. t士官価証券への投資をも積極的

に行なっといる。それは二つのザイクルを形成し

さ「パこl川 l年に fVけてが会本位制を__..... J.- -~ -
l tペI） ノj ‘）】

i} 11.宅た19Tl年にートチス政権戒、主にともなL、lit米

工デ－，＂ I、に討する投資がの政情が不安定になり‘

減少すみに；、た－，たと芳えられる。

さて仁 F E. ftいっ丈こし、ど J)上うにして資金

を，¥J.Ptlして J ., ／：このであろうか。その資金j軍用i主

主ず：汚 j：こたl山主にたr＇－て七地を； llj呆に資金全白

{Htる二ど i二1立川＇i)¥ [Pi'：かれ，第三に－{ffilliぷ1長十三r;
；二fJι／／ゐ[i"，＇：いれたので点、るつ

」.）は？｛； I次大戦q，の19Hi年頃かん l＼ロコ』 r 、も -r
、、 vv 屯）" ct ！一節 ll二u山111{山、jH｛、t(i，，伐r:':je〕直111,,Jft, 

以後逓減してゆくサイクルであ~＇（こ li}i\'6 にi主 L,-c,i L；土V' Iとう Jにftj'[:＇，］をも J にこ L、己主のでキ〉ノううかし

り，第 20）（土第2次大戦中から戦後にかけてのな

だらかな＋イケ jレーである。

!!JO九年lf¥;

｛乏 j.ffi減し l り：m 半f~およ TJ'.1940{ff-1;; ,n I下ドド：二Eでお

よk-cL、ふ u Lしん資企供給を立川、するtLfi'f!L：募

vii匂iee）に上るものであり、もっとも正確にいえ

ばr'ifi2者に上って形成されたものである。そして

;r; ＇.？のサ fケルのllll始される前段階の1930年代it 

寸ジ〆トiiHJ'i, Crc・dit I Iypけthe仁；1ir巳 J¥記ricol日《i、

Egypte H: fi'ιThe Lam! Bank of Egypt f_[；山、

Credit Agricole cl’Eどypte株等に投資された。

さて立； 2のけイケ yレは主としてイギリスのi法II主

ブラン

工ジブ。ト国f責（DcttcUni五h，りettel'ri-

第 iのサイクルはイギリスの戦II寺田｛九

ス政）（.ff九

fj之されたものである。 1940、50年代にはいって C

F. E の有価証券投資の特色は農業銀行や不動産

銀行のみならず N.B. E.の株式や不動産会社・

建設会社の株式および？土俵に投資が行なわれたこ

とであ九行。すt；仁j,t，それは Societ6Egyptiennc 

エジプト政！（H責によって形ヱジ－7'＇ト国｛ ft,同！ti‘

総額の方ii＇ミiよる，う‘tこ，＇.）i敬に減少し Cいる。

以とはrtir主校正，＇j(nこく大年U:J巴な｛ft.i1i',Jてあるか

二jl；二対して旬｛f新規にa付けられる u也WfH.J-

Hf、！？！？？っ｛IJ[1'1jit ＇，、か江るものでふ人うノ］＼一ゲ主fc~；！（

！）、心 l~)11！＇＜「ムト「， L泊込子J己f二i占！↓十Jう斗ないh・:-:it＼二 i仁

ると j「j、＿q今桁l.1l、／） t二j也tflf一討ミf、ti'H、tn長JJ1,・

,i l山て1干しい｝そjL ；；士l'.)33年tJ降i敬減寸→るσ しA、

しながら_t._J山田保付貸付金浅山i士山：1:l年以降；ニ i,

h乃ん減少してL，、るものの極端に減少したわけで

はない。二れ；ニ；付して毎年新侃；こ貸｛れTられる上

J也担保付貸付、金はlC):n{f－を境に若しL、減少を－ぷし

F. 1三の良村に主t-tるt寄付のこjL；土（、てL、るつ

とlii]li寺にその店出的機能n停止を意味してし、互）コ

i i'j t01i的機能cT）材、続をも立n｝ごしてL、；：〉 υ つtIJ J<U:l 

,¥:, （‘.airυEk:clric K1ilw孔y討 ιindI fclio1》り！日（）；十

附日 Co.の？上 fl'L Son心t己Immοbiliをr巳 l'vlasrel 

Guedidaの株式さらに1960年にはL、るとりevelop 

ment & Popular 1-fousin只 Co.の株式， Soci」t己

des Sucrcries et de Distilleric cl’E山中iむの社ft't

Modern引（／＼1-Charns）の株（！日11ドtrLIιlionメdt 1
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; tおiJJlに！J.HJ・トこは Lcuむ？をJII

•！こんみ令i山：Wfl士iifふう二と ／）:J[,,,:;1; f二少t.i.< t仁
I¥ lス口走 （‘ F F: 

Iラ

I 

て1‘、るたi!,Hf、t金残両C＇）カ・r土そ;Jlをi機；二〈；、i敷l二｛域

少 Lた才）けで、l土なかつたO 多分 GahriclBaer教

托の不手IJri+:i;;・ITTに問するT9r,1免「不動産信用;J:);'!: './?'i 
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f；，｝；ニ：土で投資が行なわれる上うにな Bた。しかし

有価J!E券への投資は漸時減少しごし、るとみて差支

〉こ1仁L、。

このようにみてくると C.F.日は貸付金と同

時に有価証券投資を行ない高収益をもたらしたも

のと考えられる。

3 人的側面

（、下.E.の発起人お【仁ひIL¥資者；1あまり詳らか

円 1ない。一説によるとm2, C. F E は「アレ

ドりノドリアの地場銀行’ボゲルーペイギリス・

グループ，不動産銀行の連中つまりこの件の指導

者遣の協力によって］成立したというのである。

他方向行は RaphaelSuar巴$（ユダヤ人〕， Beycrle

(Malacheによるとドイツ人？〉がカイロやアレキ

↑トンドリアの地場銀fr家たとえば Ai'dε （プラン

て人〕， Sinadino〔ギリシア人〉，ト1alv，明。（ギリシア

リヲ Cattaui（ユダヤ人）等のl&f1力にk.. Yて設立した

ものである。その他 CreditFoncier de Franceの

Soubeyran男爵の協力，SocieteGeneraleや Cre-

dit Lyonnaisが参加して創立されたものであると

いわれている（注3）。しかし後者のほうにはイギリ

ζ ・ゲループ。のことは記されてv、なL、。また前者

i土ブランスの不動産銀行が f二二シアァィブをとっ

f二主うに書いてあるが，後者ーによるとそれは R仕

phael Suares (N. B. E. お EてFSoci白己 Gるn己r-

aleの出資者）と Beyerleのようである。いずれ

にせよ C.F. E.はカイロとアレキサンドリアの

地場商業資本とフランス資本との結合形態であっ

し刀、しながら同行 1/)i:,;.uu良行ごある Credit

Lyけ11naisは1881年 4771f朱を完11,・） にが，当時の

γレJ キサンドリア支店長 Kleinn1annを経営に参

加させたといわれている（注4）。

しかし残念なことに C.F. E.の勃興期である

16 

fjit{LI時から1910年代，さらに1920年代初頭までの

経常陣は資枠がなく不明であるが，設立当時の出

資脊お上びフランスの不動産銀行の代表が参加し

ていたものと推論される。

1924～25年になると C.F. E.は日 Miri巴lが

総裁となり，ユダヤ人の有力実業家 R Rola，ミ

スノレ銀行日I］総裁タラアト・ハ／レブ， N.B.E.総裁

H. llornslヮァカミカ自わり， さらにぬ》仁i心t己（；{n長rale

des Sucreries et de la Raffineric d'Eどypteの

チ務上1ll'llI I. Naus，のちには行総、裁になる Mar-

eel Vine・enotが専務理事として参加している。と

し、うことはエジプトの有力銀行，最大の会社の経

蛍陣がじ.F. E.の経営に参加していることにな

る。

Lかしながら1930年代にri，‘、ると C ド E.は衰

i出切にはし、る。従来専務理事であったMarcelVin-

じいnot（ブブシス人〕が総裁， R.l<olo Cユダヤ人〉

が副総裁， EmileMinost （フヲンス人〉が専務理

となり，この不動の陣容が1950年代までつづく

のである。このような衰退期にあたってかれらが

起用されたのには何らかの意味がこめられている

a-rである。 M紅白IVincenotにJ山、ては著作・

論文がなく、現在その経歴を知るごとはできない

が、新しく登場してきた Emile1¥仏1ostについて

はち：干経歴を知ることができる。彼は1893年プロ

ヴァンスの生れ，長くインドシナの経営に従事し

Banque de l’Indochine, Societe Indochinoise de 

Plantations d’Heveas, Credit Foncier de l'Indo-

chinじの総裁， Cheminsde R、rde l'Indochinc 

けふ1Yunnanの副総裁， Crtrlit[ lypot hecaire 

dじl'lndochi11c,Charbonnagcs du Tけnkinの理事

をつとめている。その経歴から判断するとフラン

ス植民地経営の金融専門家でありエジプトにおい

ても同行のみならず CompagnieUniverselle du 
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Canal Maritime de Suezの要職を兼ねており，

かれの起用は℃ジプトにおいて落ち目になったフ

ラ；スの権益をのす童，維持することを主眼どして

いたのではないのであろうか。

/,:; jかれi土内外の経済1:u題；こは；し、；対心をよせ、

L’Egypte Contemporaineに多数の論稿をよせて

νるI またい Hi年以来 Tn灯itutd’Eロypte(1856年

倉IJ三lの客員訟はにもえんiまれてL、ゐ。

このようにみてくると C.F.日は初期にはブ

ラシ三資本Jγ、ノクにJil_l,k＼，＼商業h本支が大さな発

言権をもってし、たが， 1920年代にはミスノレ銀行や

N. H. E のiiI J者を主主吟［葎に入れて大いに発展

を図ろうとした。

しかしながら19:-m年代の衰退期にはいるや，イ

ンド J ナ経小；t：も深い経験をつん； E. Mim刷会

経営陣に入h，，フランスの権益を維持しようとし

たものと思才）れる。

（出 l〕 Baer,Gabri日1,A History of Landown-

ership in Modern Egypt 1800-1950 (London, Oxford 

l Ti〕iv Pr田 S, ［＜川ゴ）， pp. JO（）～101. 

( l主2〕 Bouvier,J., Le Credit Lyonnais de 1863 

a 1882 (Paris, Imprimeri日＇.＼！ ationale,1961), Vol. 1, 

p.4f-1:1 

(ff. 3〕 l¥Tai ache, Kamel A, Etu必 economique

et critique des instruments de circulation et des 

institutions de credit en Egypte (Paris，ドresses

lTnivL:rsi飽ir出山 France,1930), p. :l,1-1 

Ci主4) Bouvier, p. 483. 

お わ；］に

本山告はllHtil44年度， 4;'i年度の1,t,j年度にわた 7

てhit.われた I，－＿ジプト組行史j研究の要素〔jとも

し、えるものである。事実関係においても前報告に

お

要約の仕方にももちろん問題はあるが，銀行史と

社会経済史との山係にJ山、ては省、l~if した部ノけが多

い。もともと両者の関連は日本におけるような理

論的にも実証的にも著しく進捗した形は望みうべ

くもなし＇ c 玄たかたり詳細な資料を付子るつもり

であったが，紙数の制約もありそれも一切省略す

ることtこした。もしも資料tこっし、て参考にされた

い方はアジア経済研究所，所内資料「エジプト銀

行史J（ぞの I，その2〕を参照して下されば幸甚

である。

本報告が従来の研究よりいささか目新しいもの

があるとすればこれら 3行の人的側面について若

干調べることができたことであろう。しかしなが

よ〉筆者の未熟さとt’11斗不備のためはなはど不満足

のものにたってしtったが，これをもって一応責

をふさぐことにしたい。

（調託研究部〉
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